
R5年度医療機関等現状調査
視察

視察医療機関：大阪医科薬科大学病院

視察場所：薬剤部門全般／ICU（病棟）

視察日時：2023年12月20日 10:00-12:00

視察者 ：舟越亮寛（亀田医療大学）、池田和之（奈良県立医科大学）、高田敦史（九州大学）、
植村康一（GS1 Japan)



平成30年10月18日第７回、医薬品医療機器制度部会、資料１

テーマ【医薬品、医療機器のトレーサビリティの向上】
○バーコードが最終的に患者の安全確保につながるのであれば、義務化を含めてしっかりと進めるべきではないか。
○ただし、運用のメリットやコストも考慮して、トレーサビリティの向上のための課題を検討する必要があるのではないか。

平成30年９月28日第6回、医薬品医療機器制度部会資料２、（抜粋）

製品データベースは卸在庫管理システムであ
れば発注で入庫情報を取り込む際、有効期限、
製造番号が院内在庫管理システムに自動取り
込みされる。（一般的か？）

製品情報にアクセスは添文アプリ、ならびに院
内医薬品情報データベース使用記録を病院情
報システムで管理
（この２年間議論し続け、医療情報プラット
フォームの件もあるため可能性は議題としてあ
げる）

製品情報にアクセスは添文アプリ、ならびに院
内医薬品情報データベース使用記録を病院情
報システムで管理
＃カルテ保存義務は５年、特定生物由来製品
等２０年間の保存からするとどこに保存する必
要があるか検討の余地がある。



平成30年10月18日第７回、医薬品医療機器制度部会、資料１

Big Dataとしてのデータ
解析に活用の可能性

製品データベースは卸在
庫管理システムであれば
発注で入庫情報を取り込
む際、有効期限、製造番
号が院内在庫管理システ
ムに自動取り込みされる。
（一般的か？）



平成30年10月18日第７回、医薬品医療機器制度部会、資料１

H30GDP公表 冷所品等返品
原則不可

RFID×GS1コードでのト
レーサビリティ温度湿度を
途切れない形でないと返品
不可＝卸売販売業者のシ
ステムを使用しない限り不
可寡占状態へ

バーコードのみでのトレー
サビリティが確保されず、
通信費・備品（指定冷蔵
庫）等による医療機関側で
の経費光熱費増が実態と
して露呈し始めている



？

？

？

？
患者への
可視化は



薬剤部門（SPD）

• 納品データは電送

• 検品時SPDによる

バーコード認証

薬剤部門（供給時）

• 有効期限/ロット番号

等ラベル全てに付与

• 定数単位によって病

棟ではバラ錠単位に

も付与例えばロキｓ

プロフェン１錠配置

の場合は１錠単位付

与

薬剤部門（調剤時）

• 取り揃え時のバー

コード認証はなし

• タカゾノ（旧小西）

画像鑑査＋重量鑑査

薬剤部門→払い出し

• 処方箋それぞれにＱ

Ｒコードで受付→計

数→払い出しＢＯＸ

等の調剤進捗を２点

認証（社員証＋処方

箋ＱＲコード）

• 受け取り認証は未

Depot（小型物流拠点）

内服外用



予め部署毎での管理単位を
決め、管理単位毎にチャー
ジラベルを作成し、貼付し
ている。チャージラベルに
バーコードを印字し、在庫
管理に活用している。

1アンプル単位でチャージ
ラベルを付与している例

チャージラベルは価格によ
り3種類

中袋(5本単位)のある生食な
どは、中を開封し、1袋単
位でチャージラベルを貼付

部署からの請求せんと対応
するチャージラベル



払い出しの際には、チャー
ジラベルの一部分をはがし、
ラベルシートに貼付するこ
とで、在庫管理に活用

はがされたチャージラベル。
名称などと同時に、ロット
番号、管理単位の価格も表
示。

調剤薬監査の様子

部署への払い出し準備の様
子



薬剤部門（SPD）

•納品データは電送

•検品時SPDによる

バーコード認証

薬剤部門（供給時）

•有効期限/ロット番

号等ラベル全てに

付与

薬剤部門（調剤時）

•特生の患者データ

との紐づけについ

て（ＴＯＳＨＯの

システム導入?)

薬剤部門→払い出し

•処方箋それぞれに

ＱＲコードで受付

→計数→払い出し

ＢＯＸ等の調剤進

捗を２点認証（社

員証＋処方箋ＱＲ

コード）

•受け取り認証は未

受け取り→実施

•看護師の３点認

証？と実施データ

について

Depot（小型物流拠点）

特生等



薬剤部門（SPD）

•納品データは電送

•検品時SPDによる

バーコード認証

薬剤部門（供給時）

•有効期限/ロット番

号等ラベル全てに

付与

薬剤部門（調剤時）

•特生の患者データ

との紐づけについ

て

薬剤部門→払い出し

•処方箋それぞれに

ＱＲコードで受付

→計数→払い出し

ＢＯＸ等の調剤進

捗を２点認証（社

員証＋処方箋ＱＲ

コード）

•受け取り認証は未

受け取り→実施

•看護師の３点認

証？と実施データ

について

Depot（小型物流拠点）

麻薬等



ICUでの麻薬管理装置。開
錠に指紋認証を利用。

ICU部門システム用のラベ
ル発行システム。在庫管理
システムと連動。調製支援
システムとも連動。

ICUでの麻薬管理庫内
ICUでの薬品調製支援シス
テム

ICUでの毒薬管理装置

ICUでの麻薬施用票



薬剤部門（SPD）

•納品データは電送

•検品時SPDによる

バーコード認証

薬剤部門（供給時）

•有効期限/ロット番

号等ラベル全てに

付与

薬剤部門（調剤時）

•ピッキングマシン

•輸液等取り揃え時

薬剤部門→払い出し 準備（調製等）

•重症系GAIA

•ＨＩＳからの指示

簿出力

•HIS-AddDisでの医

薬品Gs1バーコー

ド読み取り認証

実施

•看護師の３点認

証？と実施データ

について

Depot（小型物流拠点）

注射等

AddDis https://www.tosho.cc/products/adddis/



内服外用調剤 取り揃え 鑑査 投薬交付 実施記録

注射調剤 取り揃え 鑑査 交付 実施記録調製準備

棚卸定数管理 供給時 対象薬剤特定 数量カウント
数量データ

突合

回収
Nニトロソや
クラス回収

院内在庫 対象薬剤特定 回収

交付実施済み 対象薬剤特定 回収



1）管理ラベルに含まれる情報
物品名/規格/払出単位/払出単価/入数/業者名（＝卸）
棚番号（＝薬品倉庫）/災害用確保の有無
物品CD/管理番号（＝SPDシステムの管理番号、SPDマスタで販売コードと紐づけ）
有効期限/ロット番号/薬品分類（注射薬・内服・外用）

2）管理ラベルの取扱い枚数、紛失（不一致）件数
院内全体のラベル総数はSPDのシステム担当者に確認中
例として、半年に一度の薬剤部調剤室の棚卸ベースの数値を参考

区分

2023年8月時点

品目
数

ラベル
数

紛失
数

紛失
率

内服薬 813 1989 17 0.9%

外用薬 221 542 4 0.7%

注射薬 398 2755 48 1.7%

合計 1,432 5286 69 1.3%

注射薬（特生/抗生剤）について紛失（不一致）が多い傾向あり
→要因；調剤、払い出し時に別途管理システム等への登録作業が発生
するため、管理ラベルを剥がして請求シートに貼付することを失念する

3）医薬品SPDスタッフ人数

・薬剤SPD業務管理全般；（社員）7名
・搬送/ピッキング/充填；（契約・パート）18名＋α

（追加提供情報）



様々なバーコードの利活用
〇HIS→TOSHO（調剤部門）→進捗システム（調剤部門）→HIS等病院情報部門サーバーに参照であげて全職種が進捗ア
クセス、紛失や問合せ（照会）が激減
〇このQRコード情報（コード内容未）
※おそらく任意の発番オーダ番号をQRコード化したのみ？
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